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[ アドバンテージ ]
　我々は、高速化学気相析出プロセスの開発に取り組んでおり、従来CVD法と比べて次のような利点があります: (I)卓越した成

膜速度 (毎時数十～数百µm)、(II)自己結晶配向成長、(III)ナノ複合構造形成。一方、液相法に対しては、次のような利点があり

ます: (i)プロセス温度を半減、(ii)超高融点材料や低温相の結晶成長、(iii)積層化や複雑形状基材への直接合成。

　本手法が基盤とするCVD法は、工具や半導体分野で工業

的に使用されており、研究成果の産業技術移転が容易で

す。また、気相からの高次ナノ構造の形成技術は、コーティ

ングやデバイスの性能を飛躍的に発展させる可能性を秘め

ています。

　また、レーザーアブレーション(PLD)装置を所有してお

り、バルク材料の微粒子化・薄膜化といった要望にも対応

できます。

[ 事例紹介 ]
　切削工具向けの硬質コーティングや超電導線材および

圧電素子向けの機能性コーティング、光触媒向けのナノ複

合コーティングの研究実績があります。

　現在は、戦略的イノベーション創造プログラム(SIP)「革

新的構造材料」において、セラミックス繊維強化セラミック

ス複合材料の耐環境性コーティングの開発に、科研費採択

課題においては、革新的光学媒質の気相成長に取り組ん

でいます。

[ 研究概要 ]
　主に化学気相析出(CVD)法を用いたセラミックスコーティングおよびバルク成長に関する研究に取り組んで

います。セラミックスコーティングやバルク結晶に、自己配向成長や自己組織化を通じて革新的な機能性を発現

させることで、実用工業材料に新たな価値を付与することができます。「気相法の限界を超越した新たな材料

化学と環境材料の創出」に向けて、新しいセラミックスコーティングとバルク結晶成長の材料設計指針を提案し

ていきます。
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